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本講演では Yong Chan Kim氏との共同研究 [3] の一部分について解説を行う．この論
文の主結果は多分に技術的であるが，ここで述べるテクニックについては普遍的なアイデ
アも含まれていると期待される．
まず標題にあるDieudonnéの補題 (cf. [2, p. 198])とは次のように述べられる．

定理 1 (Dieudonné [1]). z0, w0を単位円板内の与えられた点で，|w0| ≤ |z0| 6= 0を満
たすものとする．F を単位円板上の正則函数 ωで，|ω| < 1, ω(0) = 0, ω(z0) = w0を満
たすもの全体のなす集合とする．このとき，集合 {ω′(z0) : ω ∈ F}は w0/z0 を中心とし，
(|z0|2 − |w0|2)/|z0|(1− |z0|2)を半径とする閉円板である．さらに，この円板の境界点には
唯一の Fの元が対応する．
特に ω ∈ Fに対しては
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が成り立つ．ここで，0 ≤ s ≤ r < 1に対して
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と置いた．ただし，K(r, r) = 1が常に成り立つことに注意して，K(0, 0) = 1としておく．
C([0, 1))を区間 [0, 1)上の（複素数値）連続函数の全体とし，その元 F に対して

F̂ (r) = max
0≤s≤r

K(r, s)|F (s)|, 0 ≤ r < 1,

と定義する．すると明らかに F̂ ∈ C([0, 1))である．F 7→ F̂ によって定義される写像
C([0, 1)) → C([0, 1))を Kに付随する最大値作用素と呼ぶことにする．実はこの作用素
は，C([0, 1))上で定義される次のBloch型ノルムに関して著しい性質を持っていることが
分かる：

‖F ‖ = sup
0≤r<1

(1 − r2)|F (r)|.
まず，

(1 − r2)|F (r)| ≤ (1 − r2)F̂ (r) ≤ max
0≤s≤r

(1 − s2)|F (s)|
が 0 ≤ r < 1について成り立つことが容易に分かる．従って，特に ‖F̂‖ = ‖F ‖である．
次にノルム ‖F ‖の定義の上限が，ある r0 ∈ [0, 1)において達成されると仮定しよう．す

ると，上の不等式から (1 − r2
0)F̂ (r0) = ‖F ‖であることが分かる．実は函数 (1 − r2)F̂ (r)

は r → 1のとき，もう一度この値 ‖F ‖に近づくことが分かる．例として函数 F (r) =



(1 − Ar)/(1 − Br) = ϕA,B(r), A = 0.7, B = −0.3, に対する (1 − r2)F (r)のグラフ（下）
と (1 − r2)F̂ (r)のグラフ（上）を図示した．
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定理 2. 任意の F ∈ C([0, 1))について次が成り立つ：

‖F ‖ = lim
r→1−

(1 − r2)F̂ (r).

任意の F, G ∈ C([0, 1))に対して (F + G)∧ ≤ F̂ + Ĝが成り立つのは定義から明らかで
あるが，この定理から特に次の系を得る．

系 3.
‖F ‖+ ‖G‖ = ‖F̂ |+ ‖Ĝ‖ = ‖F̂ + Ĝ‖.

この作用素の応用については，講演時に簡単に述べることにしたい．
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